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「
交
通
広
告
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
１
２
」受
賞
作
品
を
発
表

グ
ラ
ン
プ
リ
は
㈱
ビ
ー
ム
ス「
ビ
ー
ム
ス
35
周
年『
恋
を
し
ま
し
ょ
う
』

ク
リ
ス
マ
ス
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」が
受
賞
!!

主
催
：

株
式
会
社
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
日
本
企
画

巻
頭
レ
ポ
ー
ト

　
「
交
通
広
告
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
１
２
」は
、

２
０
１
１
年
４
月
１
日
か
ら
２
０
１
２
年

３
月
31
日
ま
で
の
期
間
に
、㈱
ジ
ェ
ー
ア
ー

ル
東
日
本
企
画
が
販
売
・
管
理
を
行
な
っ

て
い
る
「
Ｊ
Ｒ
東
日
本
」「
つ
く
ば
エ
ク
ス

プ
レ
ス
」「
り
ん
か
い
線
」「
ゆ
り
か
も
め
」

「
Ｊ
Ｒ
貨
物
」
の
駅
お
よ
び
車
両
の
メ
デ
ィ

ア
に
掲
出
さ
れ
た
交
通
広
告
作
品
を
応
募

対
象
と
し
た
、
交
通
メ
デ
ィ
ア
最
大
の
広

告
賞
で
す
。

　

こ
の
広
告
賞
に
協
賛
の
「
東
日
本
旅
客

鉄
道
㈱
」「
㈱
東
京
メ
デ
ィ
ア
・
サ
ー
ビ
ス
」

と
共
に
、
当
協
会
も
後
援
と
し
て
、「
交
通

広
告
」
の
更
な
る
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

審
査
作
品
数
は
１
５
５
０
点
で
、
今
回

の
各
部
門
作
品
は
、
商
品
の
セ
ー
リ
ン
グ

ポ
イ
ン
ト
か
ら
逃
げ
ず
真
っ
向
か
ら
表
現

し
た
作
品
や
、
色
合
い
が
美
し
く
目
を
惹

く
作
品
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
３

年
目
を
迎
え
た
デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
部
門

で
は
、
毎
年
審
査
作
品
が
増
加
し
、
交
通

メ
デ
ィ
ア
の
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
独
自

に
制
作
さ
れ
た
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
に
よ
り

媒
体
特
性
を
最
大
限
に
活
か
し
た
作
品
が

数
多
く
あ
り
ま
し
た
。
企
画
部
門
で
は
、

既
存
の
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
、
特
殊
な
素
材

や
仕
掛
け
を
使
っ
た
作
品
、
新
た
な
空
間

や
ス
ペ
ー
ス
を
活
用
し
た
作
品
が
印
象
的

で
し
た
。

　

仲
畑
貴
志
審
査
員
長
を
は
じ
め
と
す
る

８
名
の
審
査
員
の
方
々
に
よ
る
厳
正
な
審

査
の
結
果
、
最
高
賞
で
あ
る
グ
ラ
ン
プ
リ

に
輝
い
た
の
は
、
㈱
ビ
ー
ム
ス
「
ビ
ー
ム

ス
35
周
年
『
恋
を
し
ま
し
ょ
う
』
ク
リ
ス

マ
ス
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」。

　

こ
の
広
告
は
、
イ
ン
ク
の
吸
い
込
み
の

良
い
マ
ッ
ト
な
紙
に
、
ク
リ
ス
マ
ス
に
ふ

さ
わ
し
い
色
使
い
の
イ
ラ
ス
ト
を
プ
リ
ン

ト
し
た
絵
本
の
よ
う
な
仕
上
が
り
で
目
を

惹
き
、
審
査
員
の
満
票
を
集
め
ま
し
た
。

グランプリを獲得した
㈱ビームス取締役副社長 遠藤恵司様（右）と
㈱ジェイアール東日本企画代表取締役社長 小暮和之氏（左）

７
月
30
日（
月
）に
、「
交
通
広
告
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
１
２
」
の
各
受
賞
作

品
の
発
表
お
よ
び
贈
賞
式
・
祝
賀
パ
ー
テ
ィ
ー
が
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ

タ
ン（
池
袋
）で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

  ●審査員長：
　　  仲畑 貴志氏（コピーライター）
  ●審 査 員：
　  　川口 清勝氏（アートディレクター）

  十文字 美信氏（写真家）
  副田 高行氏（アートディレクター）
  田中 里沙氏（宣伝会議取締役編集室長）
  前田 知巳氏（コピーライター）
  原野 守弘氏（クリエイティブディレクター）
  森本 雄司氏（東日本旅客鉄道㈱
　　　　  　　 常務取締役事業創造本部長）

【審査員一覧】
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そ
の
他
、
最
優
秀
部
門
賞
５
点
、
優
秀
作

品
賞
25
点
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
賞
１
点
の
計
32

点
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

贈
賞
式
は
、
受
賞
広
告
主
様
、
審
査
員

の
方
々
、
協
賛
社
を
代
表
し
て
東
日
本
旅

客
鉄
道
㈱
常
務
取
締
役
事
業
創
造
本
部
長 

森
本
雄
司
氏
、
㈱
東
京
メ
デ
ィ
ア
・
サ
ー

ビ
ス
代
表
取
締
役
社
長 

佐
々
亨
氏
、
関
係

す
る
広
告
会
社
・
制
作
会
社
の
み
な
様
、

そ
し
て
多
く
の
プ
レ
ス
関
係
者
と
、
当
協

会
会
長 

今
木
甚
一
郎
ら
が
出
席
し
、
盛
大

に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
に
は
受
賞
作
品
が
展
示
さ

れ
、
出
席
さ
れ
た
方
々
は
質
の
高
い
作
品

の
数
々
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

グ
ラ
ン
プ
リ
と
各
最
優
秀
部
門
賞
の
受

賞
広
告
主
様
に
は
、
㈱
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東

日
本
企
画
代
表
取
締
役
社
長 

小
暮
和
之
氏

か
ら
表
彰
状
、
副
賞
、
ト
ロ
フ
ィ
ー
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。
交
通
広
告
グ
ラ
ン
プ
リ

で
は
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
佐
藤
卓
氏
デ
ザ
イ
ン

に
よ
る
「
桐
の
箱
に
入
っ
た
つ
り
革
型
の

ト
ロ
フ
ィ
ー
」
が
贈
呈
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
受
賞
作
品
は
一
般
の
皆
様
に
も

広
く
お
披
露
目
さ
れ
、
８
月
13
日
（
月
） 東京駅丸の内地下通路「アートロード」の受賞作品展

「交通広告グランプリ 2012」 受賞作品リスト

クライアント名

株式会社ビームス

株式会社インターメスティック

株式会社講談社

株式会社クロスカンパニー

日本放送協会

サントリーホールディングス株式会社

株式会社トヨタマーケティングジャパン

サントリーホールディングス株式会社

株式会社トヨタマーケティングジャパン

株式会社朝日新聞社

JRグループ

JRグループ

サントリーホールディングス株式会社

ラフォーレ原宿

サントリーホールディングス株式会社

サントリーホールディングス株式会社

株式会社ジュン

クラシエフーズ株式会社

株式会社村田製作所

日本製紙クレシア株式会社

一般社団法人日本自動車工業会

大塚製薬株式会社

株式会社大塚製薬工場

カルバン・クライン CK サービス・コーポレーション

全日本空輸株式会社

パナソニック株式会社

20世紀フォックス ホーム エンターテイメント ジャパン株式会社

東日本旅客鉄道株式会社

有限会社ワーズアンドミュージック

ギャップジャパン株式会社

株式会社フジテレビジョン

サントリーホールディングス株式会社

タイトル

ビームス35周年「恋をしましょう」クリスマスキャンペーン

Zoff SMART

東野圭吾『麒麟の翼』

earth music&ecology

ドラマ「蝶々さん」番組宣伝ポスター

BOSS ゼロの頂点 シーズン2

ReBORN（免許を、とろう。）

楽しいことは、つくればいいよ。

ReBORN

天声人語の1文目

京の冬の旅2012

群馬デスティネーションキャンペーン

金麦

be noisy. Laforet

Jack Daniel's Highball

ぎゅ～っとすっぱい C.C.Lemon

ROPE 2011 SPRING&SUMMER

UFO篇

中を見よ♡

やっぱりいいね！スコッティ！！

第42回　東京モーターショー

駅

「手は私でした。」篇

CK Fall 2011

一歩ずつ前へ

万一の災害時、会社から家まで歩いて帰れますか。

STAR WARS ブルーレイBOX発売告知

JR東日本 地産品ショップ 「のもの」

プリーツボード

Gap Holiday Campaign ニット中吊り

絶対零度～特殊犯罪潜入捜査～

J・ADビジョン時報広告（黒烏龍茶/角瓶）

賞名

最優秀部門賞

優秀作品賞

最優秀部門賞

優秀作品賞

最優秀部門賞

優秀作品賞

最優秀部門賞

優秀作品賞

最優秀部門賞

優秀作品賞
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か
ら
８
月
30
日
（
木
）
ま
で
東
京
駅
丸
の

内
地
下
通
路
「
ア
ー
ト
ロ
ー
ド
」
に
て
受

賞
作
品
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

株式会社ビームス　ビームス35周年「恋をしましょう」クリスマスキャンペーン　グランプリ

部門

グランプリ

駅ポスター部門

車内ポスター部門

サインボード部門

デジタルメディア部門

企画部門

JR 東日本賞
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　駅ポスター部門　

●優秀作品賞　株式会社講談社　東野圭吾『麒麟の翼』

●優秀作品賞
日本放送協会

ドラマ「蝶々さん」
番組宣伝ポスター

●優秀作品賞　株式会社トヨタマーケティングジャパン　ReBORN（免許を、とろう。）

●優秀作品賞　サントリーホールディングス株式会社　BOSS ゼロの頂点 シーズン2

●最優秀部門賞　株式会社インターメスティック　Zoff SMART

●優秀作品賞　
株式会社クロスカンパニー
earth music&ecology
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●最優秀部門賞　
サントリーホールディングス株式会社　

楽しいことは、つくればいいよ。

　車内ポスター部門　　

●優秀作品賞　
株式会社トヨタマーケティングジャパン
ReBORN

●優秀作品賞
株式会社朝日新聞社

天声人語の1文目

●優秀作品賞
JRグループ
京の冬の旅2012

●優秀作品賞　JRグループ　群馬デスティネーションキャンペーン

●優秀作品賞
サントリーホールディングス株式会社

金麦
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●優秀作品賞　大塚製薬株式会社　駅

　サインボード部門　

デジタルメディア部門　

●最優秀部門賞　日本製紙クレシア株式会社　やっぱりいいね！スコッティ！！

●最優秀部門賞　ラフォーレ原宿　be noisy. Laforet

●優秀作品賞　
サントリーホールディングス株式会社　
ぎゅ～っとすっぱい C.C.Lemon

●優秀作品賞　
サントリーホールディングス株式会社　
Jack Daniel's Highball
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　サインボード部門　

　デジタルメディア部門　

●優秀作品賞
一般社団法人日本自動車工業会　第42回 東京モーターショー

●優秀作品賞
全日本空輸株式会社
一歩ずつ前へ

●優秀作品賞
株式会社大塚製薬工場

「手は私でした。」篇

●優秀作品賞
カルバン・クライン CK サービス・コーポレーション
CK Fall 2011

●優秀作品賞　
クラシエフーズ株式会社　
UFO篇

●優秀作品賞　
株式会社村田製作所　
中を見よ♡

●優秀作品賞　
株式会社ジュン　
ROPE 2011 SPRING&SUMMER
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●最優秀部門賞　パナソニック株式会社　万一の災害時、会社から家まで歩いて帰れますか。

サントリーホールディングス株式会社　J・ADビジョン時報広告（黒烏龍茶/角瓶）　JR東日本賞

●優秀作品賞　
有限会社ワーズアンドミュージック　プリーツボード

●優秀作品賞
20世紀フォックス ホーム エンターテイメント ジャパン株式会社

STAR WARS ブルーレイBOX発売告知

●優秀作品賞　ギャップジャパン株式会社
Gap Holiday Campaign ニット中吊り

●優秀作品賞　株式会社フジテレビジョン
絶対零度～特殊犯罪潜入捜査～

●優秀作品賞　東日本旅客鉄道株式会社　JR東日本 地産品ショップ 「のもの」

　企画部門　
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「無拘束の旅」
常任理事　阿久津　光志（株式会社ジェイアール東海エージェンシー）

　
今
年
六
月
末
、
四
十
年
に
わ
た
る
鉄
道
生
活

を
無
事
卒
業
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ

か
ら
現
職
に
就
く
ま
で
の
数
日
間
は
、
社
会
人

に
な
っ
て
以
来
初
め
て
経
験
す
る
、
一
切
の
拘

束
か
ら
解
放
さ
れ
た
時
間
で
し
た
。

　
こ
の
貴
重
な
時
間
を
ど
う
過
ご
す
べ
き
か
。

何
も
せ
ず
の
ん
び
り
と
過
ご
す
、
畑
仲
間
並
み

に
草
取
り
を
す
る
、
東
京
湾
口
に
船
釣
り
に
行

く
な
ど
な
ど
。
思
い
つ
き
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま

し
た
が
、
結
局
社
会
人
生
活
の
ス
タ
ー
ト
を
切
っ

た
北
海
道
を
旅
行
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
北
海
道
に
初
め
て
渡
っ
た
の
は
十
九
歳
の
夏
、

所
属
し
て
い
た
弓
術
部
の
遠
征
で
し
た
。
上
野

駅
か
ら
乗
っ
た
夜
行
急
行
八
甲
田
は
※カ
ニ
族
で

満
員
、
青
森
駅
で
は
青
函
連
絡
船
ま
で
大
き
な

リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
を
背
負
っ
て
走
っ
た
も
の
で

す
。

　
二
度
目
は
大
学
四
年
、
就
職
も
決
ま
り
今
で

い
う
卒
業
旅
行
で
し
た
。
二
年
前
に
お
世
話
に

な
っ
た
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
を
訪
ね
歩
く
一
人
旅

で
し
た
が
、
翌
年
北
海
道
に
勤
務
す
る
こ
と
に

な
る
と
は
思
っ
て
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
東
京

の
下
町
で
生
ま
れ
育
ち
、
親
元
を
離
れ
た
こ
と

が
な
か
っ
た
の
で
、
大
自
然
に
恵
ま
れ
た
北
海

道
で
一
人
暮
ら
し
を
経
験
で
き
る
こ
と
は
大
歓

迎
で
す
。

　
二
年
弱
の
北
海
道
暮
ら
し
で
し
た
が
、
札
幌

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
直
後
の
活
力
を
感
じ
る
一
方
で
、

労
使
関
係･

労
々
関
係
の
混
乱
な
ど
、
今
に
な
っ

て
み
れ
ば
思
い
出
深
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
し
た
。

　
そ
の
折
、
大
雪
青
年
の
家
で
出
会
っ
た
家
内

は
留
萌
の
出
身
で
、
六
月
に
中
学
校
の
同
窓
会

に
出
席
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
留
萌
、

札
幌
か
ら
帰
っ
て
き
た
翌
週
に
ま
た
北
海
道
で

は
文
句
を
言
う
か
な
、
と
思
い
ま
し
た
が
、
聞

い
て
み
る
と
北
海
道
は
広
い
、
道
東
に
は
行
っ

た
こ
と
が
な
い
と
の
こ
と
で
す
。

　
プ
ラ
ン
を
作
る
時
間
も
な
い
た
め
ツ
ア
ー
に

参
加
す
る
こ
と
に
し
て
、
羽
田
空
港
近
く
の
ホ

テ
ル
に
前
泊
し
て
新
千
歳
空
港
に
向
か
い
ま
し

た
。
道
東
旅
行
二
泊
三
日
の
忙
し
い
ツ
ア
ー
で

す
が
、
同
行
し
た
バ
ス
ガ
イ
ド
の
無
駄
が
な
く

要
点
を
押
さ
え
た
案
内
に
は
感
心
し
ま
し
た
。

期
間
限
定
の
契
約
社
員
と
言
っ
て
い
ま
し
た
が
、

立
派
な
プ
ロ
意
識
に
頭
が
下
が
り
ま
し
た
。

　
動
物
園
の
イ
メ
ー
ジ
を
一
新
し
た
旭
山
動
物

園
は
、
斜
面
の
立
地
を
活
か
し
て
動
物
の
生
態

を
巧
み
に
描
き
出
し
て
い
ま
す
。
夏
の
旭
山
を

み
れ
ば
冬
を
見
た
く
な
る
の
は
当
然
で
、
ツ
ア
ー

メ
ン
バ
ー
が
冬
の
映
像
を
買
い
求
め
た
の
も
納

得
が
い
き
ま
す
。

　
層
雲
峡
、
網
走
、
原
生
花
園
、
知
床
海
岸
と

懐
か
し
い
景
色
が
続
き
ま
す
。
北
海
道
出
身
の

家
内
に
沿
線
の
説
明
を
す
る
な
ど
お
か
し
な
こ

と
で
す
が
、
そ
れ
が
何
の
違
和
感
も
な
い
ほ
ど

北
海
道
の
自
然
は
雄
大
で
し
た
。

　
か
つ
て
何
度
も
泊
ま
っ
た
知
床
の
ユ
ー
ス
ホ

ス
テ
ル
に
足
を
伸
ば
す
時
間
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

海
岸
の
道
路
が
付
け
替
わ
っ
て
い
た
り
、
知
床

五
湖
に
は
立
派
な
遊
歩
道
が
整
備
さ
れ
て
い
る

な
ど
、
四
十
年
の
時
の
流
れ
を
実
感
し
ま
し
た
。

　
慌
た
だ
し
く
過
ご
し
て
き
た
自
分
の
四
十
年

と
、
ゆ
っ
た
り
変
化
し
て
き
た
悠
久
の
大
地
と

の
対
比
。
拘
束
か
ら
開
放
さ
れ
た
三
日
間
は
、

時
間
の
持
つ
相
対
性
を
改
め
て
感
じ
る
と
と
も

に
、
新
た
な
地
平
へ
の
意
欲
を
喚
起
し
て
く
れ

た
貴
重
な
三
日
間
で
も
あ
り
ま
し
た
。

※

大
型
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
を
背
負
っ
て
旅
を
す
る
、
今

で
い
う
「
バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
」

次
回
の
広
場
も
お
楽
し
み
に
。

広 場
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● 

支 

部 

便 

り 

●

中
部
支
部

中
部
支
部
総
会
を
開
催

　

去
る
７
月
20
日
（
金
）、
第
７
回
中
部
支

部
総
会
を
、
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
ハ
ウ
ス
名
古

屋
逓
信
会
館
に
お
い
て
、
中
部
支
部
会
員

34
社
中
28
社
（
36
名
）
の
参
加
の
も
と
、

開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

事
務
局
で
あ
る
㈱
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
海

エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
の
進
行
の
も
と
、
阿
久

津
支
部
長
の
挨
拶
後
、
議
長
に
㈱
近
宣 

井

野
口
氏
を
選
出
し
、
以
下
の
議
題
に
つ
い

て
、
報
告
・
審
議
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
報
告
事
項
と
し
て
、「
平
成
24
年

度
定
期
総
会
議
案
書
」
に
基
づ
い
て
、「
平

成
23
年
度
事
業
報
告
（
案
）」
及
び
「
平
成

23
年
度
決
算
（
案
）」
な
ど
本
部
定
期
総
会

の
報
告
・
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　　

続
い
て
、
中
部
支
部
と
し
て
、
以
下
の

議
案
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
、
満
場
一
致

で
原
案
ど
お
り
承
認
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

・
平
成
23
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て

・
平
成
23
年
度
決
算
に
つ
い
て

・
監
査
報
告
書
に
つ
い
て

監
査
報
告
に
つ
い
て
は
、
会
計
責
任
者　

表
示
灯
㈱
伊
澤
氏
よ
り
報
告

・
平
成
24
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

・
平
成
24
年
度
予
算
に
つ
い
て

・
役
員
の
改
選
に
つ
い
て

運
営
規
則
に
よ
り
支
部
の
幹
事
５
名
及
び

会
計
責
任
者
２
名
を
選
任
す
る
（
任
期
は

26
年
度
定
期
総
会
ま
で
）

〔
幹
事
（
５
名
）〕

岡
田
陸
郎
（
再
任
）

　

㈱
ア
ド
・
コ
ク
ユ
ー
取
締
役
会
長

岩
崎
真
紀
（
新
任
）

　

㈱
オ
リ
コ
ム
名
古
屋
支
社
支
社
長

矢
田
武
男
（
再
任
）

　

㈱
中
央
廣
告
代
表
取
締
役
会
長

浜
本
吉
紀
（
再
任
）

 　

㈱
日
交
東
海
本
社
代
表
取
締
役

坂
野
茂
（
再
任
）

　

㈱
毎
日
広
告
社
代
表
取
締
役

　
　
　

〔
会
計
責
任
者
（
２
名
）〕

井
野
口
聡
司
（
新
任
）

　

㈱
近
宣
名
古
屋
支
社
支
社
長

伊
澤
庸
好
（
再
任
） 

　

表
示
灯
㈱
名
古
屋
支
社
取
締
役
支
社
長

〔
支
部
長
〕

阿
久
津
光
志
（
新
任
）

㈱
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
海
エ
ー
ジ
ェ
ン

シ
ー
代
表
取
締
役
社
長

〔
副
支
部
長
〕

高
橋
公
比
古
（
再
任
）　

　

東
海
廣
告
㈱
代
表
取
締
役
社
長

※
な
お
、
支
部
長
及
び
副
支
部
長
は
理
事

会
の
議
決
を
得
て
、
会
長
が
委
嘱
す
る
。

（
敬
称
略
、
社
名
50
音
順
）

・
支
部
運
営
規
則
の
名
称
変
更
に
つ
い
て以

上

　

支
部
総
会
に
引
き
続
き
、㈱
ジ
ェ
イ
ア
ー

ル
東
海
髙
島
屋 

販
売
促
進
部
部
長 

神
津
茂

樹
氏
を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
、「
百
貨
店

の
販
売
促
進
業
務
の
特
性
と
進
路
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
50
名
を

超
え
る
多
く
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

百
貨
店
を
取
り
巻
く
厳
し
い
環
境
の
中

総会

講演する神津茂樹氏

挨拶する阿久津支部長
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で
、
百
貨
店
の
強
み
、
営
業
、
広
告
手
法

を
説
か
れ
参
加
者
は
熱
心
に
聴
講
し
て
い

ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
に
引
き
続
き
開
催
さ
れ
た
懇

親
会
は
、
高
橋
副
支
部
長
の
挨
拶
・
乾
杯

で
始
ま
り
、
出
席
し
た
支
部
会
員
の
皆
さ

ん
は
な
ご
や
か
に
親
睦
を
深
め
て
い
ま
し

た
。

懇親会　高橋副支部長挨拶

近
畿
・
中
国
・
北
陸
支
部

近
畿
・
中
国
・
北
陸
支
部
の

定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
る

　

７
月
９
日
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
大
阪

「
孔
雀
の
間
」
に
お
い
て
、
近
畿
・
中
国
・

北
陸
支
部
「
平
成
24
年
度
定
期
総
会
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
、
坂
田
新
支
部
長
よ
り

次
の
よ
う
な
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。　

　　
「
厳
し
い
状
況
の
中
、
鉄
道
広
告
も
媒
体

社
と
の
連
携
や
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、使
い
や
す
く
ニ
ー

ズ
に
あ
っ
た
商
品
開
発
を
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
会
員
相
互

の
情
報
交
換
を
図
り
、
色
々
な
課
題
に
取

り
組
み
、
鉄
道
広
告
を
発
展
さ
せ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

取
り
組
み
の
ひ
と
つ
と
し
て
ア
カ
ウ
ン

タ
ビ
リ
テ
ィ
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

課
題
は
昔
か
ら
あ
る
新
し
く
も
古
い
課
題

で
あ
り
ま
す
。
今
年
度
は
協
会
本
部
に
お

い
て
新
し
く
委
員
会
を
作
り
、
取
り
組
ん

で
い
く
と
聞
い
て
い
ま
す
。
支
部
と
し
て

も
昨
年
か
ら
の
取
り
組
み
を
よ
り
発
展
さ

せ
、
支
部
活
動
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。｣

【
総
会
】

　

総
会
議
案
の
、

①
平
成
23
年
度
事
業
報
告
及
び
決
算
報
告

②
平
成
24
年
度
事
業
計
画
及
び
予
算
案

に
つ
い
て
は
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
主
な
報
告
事
項
と
し
て
新
支
部

長
・
幹
事
委
嘱
変
更
、
代
表
者
変
更
、
支

部
事
務
局
担
当
者
の
変
更
と
、「
第
６
回
地

球
温
暖
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
概
要
、「
支

部
運
営
内
規
」
の
一
部
改
正
な
ど
の
報
告

が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
に
は
、
セ
ミ
ナ
ー
と
懇
親

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

【
セ
ミ
ナ
ー
概
要
】

　

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
大
阪
「
名
庭
の

間
」
に
お
い
て
、
１
１
０
名
の
会
員
の
皆

様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、㈱
東
急
エ
ー
ジ
ェ

ン
シ
ー
ク
ロ
ス
メ
デ
ィ
ア
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
局
局
長　

林
令
一
郎
氏
よ
り
「
交
通
広

告
か
ら
店
頭
へ
と
導
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
シ
ナ
リ
オ
の
設
計
（
Ｏ
Ｏ
Ｈ
の
逆

襲
が
や
っ
て
き
た
！
）」
を
テ
ー
マ
に
、
90

分
間
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　　

講
演
内
容
に
つ
い
て
は
、プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
と
ク
ロ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
関
係
、
Ｏ
Ｏ
Ｈ

の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
大
き
さ
と
高
い
広
告

効
果
な
ど
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
具
体

的
に
は
、「
最
も
行
動
喚
起
が
で
き
た
媒
体

は
Ｔ
Ｖ
で
も
ネ
ッ
ト
で
も
ケ
ー
タ
イ
で
も

な
く
、実
は
『
交
通
／
屋
外
広
告
だ
っ
た
』」

と
い
う
日
経
ビ
ジ
ネ
ス
に
掲
載
さ
れ
た
コ

カ
コ
ー
ラ
の
実
証
実
験
の
調
査
結
果
や
ア

メ
リ
カ
の
屋
外
広
告
は
成
長
傾
向
で
あ
る

な
ど
、
海
外
・
国
内
の
事
例
約
80
点
も
の

写
真
を
交
え
幅
広
い
視
点
で
、
ご
説
明
し

て
い
た
だ
き
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

坂田支部長

講師の林令一郎氏熱心に講演を聴く会員社の皆さま
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　●次号Vol.15は12月1日発行予定です。お楽しみに。

編集後記

●会員社の代表者が
変更になった場合など、
変更届はホームページ

（http://j-jafra.jp）
の「各種届出書類」に
用意してございますので、
ご記入の上、事務局宛に
お送り下さい。
ご協力お願いします。

JR 九州・長崎駅 西日本鉄道・西鉄福岡（天神）JR 四国・徳島駅

東京メトロ・有楽町線麹町駅

JR 北海道・札幌駅

横浜高速鉄道・みなとみらい駅

JR 東日本・福島駅

JR 東海・中吊り

JR東日本・恵比寿駅（J・ADビジョン）

阪急電鉄・梅田駅

京成電鉄・八幡駅

名古屋市交通局桜通線・名古屋駅

JR 東日本・新潟駅

京阪電気鉄道・淀屋橋駅 JR西日本・大阪駅（J・ADビジョン）

今年も「エキからエコ。」にご協力をありがとうございました
 

第
６
回
地
球
温
暖
化
防
止

 

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
報
告

　

前
号
で
も
ご
紹
介
い
た
し
ま
し

た
よ
う
に
、
平
成
24
年
８
月
３
日

（
金
）
～
31
日
（
金
）
の
４
週
間
に

わ
た
り
、
第
６
回
地
球
温
暖
化
防

止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
、
無

事
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
夏
は
猛
暑
が
続
い
た
上

に
、
昨
年
に
引
き
続
き
節
電
を
心

が
け
な
が
ら
の
生
活
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
よ
う
な
時
期
だ
か
ら
こ

そ
、
一
度
に
多
く
の
人
が
移
動
で

き
て
、
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
を

抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
鉄
道
を
利

用
し
て
、
改
め
て
エ
コ
に
つ
い
て

考
え
て
み
よ
う
と
、
昨
年
同
様
地

球
温
暖
化
防
止
と
い
う
公
共
性
、

社
会
性
の
高
い
テ
ー
マ
で
実
施
し

い
た
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ｒ
、
私
鉄
、

地
下
鉄
を
含
む
36
社
の
鉄
道
会
社

を
は
じ
め
、関
係
す
る
ハ
ウ
ス
エ
ー

ジ
ェ
ン
シ
ー
、
広
告
会
社
、
掲
出

撤
去
作
業
会
社
の
ご
協
力
に
よ
り
、

全
国
拠
点
エ
リ
ア
の
鉄
道
メ
デ
ィ

ア
を
活
用
し
て
延
べ
50
万
枚
の
ポ

ス
タ
ー
を
掲
出
い
た
し
ま
し
た
。

今
年
は
駅
貼
り
Ｂ
０
ポ
ス
タ
ー
を

作
製
し
た
の
で
ア
イ
キ
ャ
ッ
チ
に

も
な
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
制
作
に
つ
い
て

も
、
昨
年
に
引
き
続
き
４
名
の
著

名
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
及
び
ク
リ
エ
イ

タ
ー
に
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
趣
旨
に

賛
同
い
た
だ
き
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
こ
に
深
く
謝
意
と
敬
意
を

表
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
た
今
回
は
、
初
め
て
の
試
み

と
し
て
Ｊ･

Ａ
Ｄ
ビ
ジ
ョ
ン
（
首

都
圏
タ
ー
ミ
ナ
ル
他
14
駅
）
で
の

展
開
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

今
回
も
多
く
の
皆
さ
ま
が
、

携
帯
で
撮
影
し
た
ポ
ス
タ
ー
を

Facebook

やtw
itter

な
ど
に

投
稿
し
て
情
報
を
共
有
さ
れ
て
い

ま
し
た
。以
下
は
そ
の
つ
ぶ
や
き
、

コ
メ
ン
ト
の
一
部
で
す
。

・
渋
谷
駅
な
う
。
電
車
内
や
駅
構

内
の
広
告
で
造
形
科
の
大
津
英
敏

教
授
の
絵
と
ウ
チ
の
日
比
野
克
彦

教
授
の
絵
が
並
ん
で
た
。
な
ん
か

不
思
議
な
感
覚
。

・
駅
で
電
車
を
待
つ
あ
い
だ
地
球

環
境
問
題
に
つ
い
て
考
え
る
っ
て

い
う
の
も
悪
く
な
い
か
も
ね
。

・
啓
発
系
の
社
会
派
広
告
。

・「
エ
キ
か
ら
エ
コ
。」
は
ア
ー
ト

と
宝
く
じ
と
エ
コ
を
使
っ
て
鉄
道

を
復
興
さ
せ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

し
ょ
う
か
。
江
古
田
な
ん
て
格
好

じ
ゃ
な
い
か
。

・
50
万
枚
の
ポ
ス
タ
ー
は
エ
コ
な

の
か
。

・
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
ポ
ス

タ
ー
は
好
き
で
す
。

既に秋になってずいぶんと経っていますが、未だに残暑が厳しく夏バテに苦しんで
いる方も多いようです。それに加えてゲリラ豪雨や竜巻も発生して、「気象」と上
手くお付き合いできていないような気がしています。ヒト以外の動物も気象の変化
についていけないようで、最近はツバメの数やセミの数が減っているようです。そ
のせいか、毎年、駅の券売機の柱に営巣していたツバメの姿を今年は見ることが
できませんでした。でも、こちらのセミは無事に羽化して猛暑の中で鳴いていたの
でしょうか。
次号の発行は冬です !! 気が早いようですが、皆さまの冬の計画教えて下さい。

●メールと写真、ご意見、ご感想はこちらへどうぞ。　 information@j-jafra.jp


